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屋外広告物の安全管理について　設置者（広告主）は、広告物の安全確保のため、点検補修など広告物を良好な状態に保持することが必要です。また、
広告板などの表示面積などにより、許可申請が必要です。詳細は北海道ホームページで公表しています。問十勝総合振興局建設指導課（☎ 26・9051）
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予
制
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子
育
て
を
地
域
の

み
ん
な
で
支
え
る

平
成
29
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
３
日
か
ら

子
育
て
応
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事
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所
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離
職
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
帯
広
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、「
子

育
て
応
援
事
業
所
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

納
付
を
猶
予
し
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
際
は
、
保
険

料
納
付
期
間
と
同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

年
金
の
受
給
に
は

一
定
の
受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額

が
減
額
に
な
る
場
合
や
、
受
給
で
き
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

室
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い

る
所
や
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
っ

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

◆
従
業
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
所
で
働
く
子
育
て
中
の
従
業
員

向
け
に
、
育
児
休
業
の
取
得
や
勤
務
時

間
の
短
縮
、
学
校
行
事
な
ど
の
参
加
に

対
す
る
有
給
休
暇
制
度
な
ど
、
従
業
員

が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

応
援
事
業
所
を
支
え
る
奨
励
金

　

子
育
て
応
援
事
業
所
に
登
録
し
て
い

る
事
業
所
は
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た

従
業
員
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
場
合
、

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
に
必
要

な
受
給
資
格
期
間
は
、
現
在
25
年
以
上

で
す
が
、
今
年
８
月
か
ら
は
10
年
以
上

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
期
間
の
対
象
と
な
る
の
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
被
保
険
者
期
間
な
ど
で
す
。

追
納
制
度

　

免
除
・
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比

べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。（
表
）

　

こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
そ
の
期
間
か

ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
年
金
の
受
給

前
に
限
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
め
る
と
年
金
額
は
減
少
し

ま
せ
ん
が
、
承
認
期
間
か
ら
３
年
度
目

以
降
に
納
め
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
年
金

事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
子
育
て
応
援
事
業
所
促
進
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奨
励
金
の
詳
細
は
、
工
業
労
政
課
（
市

庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
８
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す

　

左
記
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ポ
ス

タ
ー
や
ミ
ニ
の
ぼ
り
が
、
子
育
て
応
援

事
業
所
の
目
印
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
の

あ
る
お
店
や
会
社
は
、
子
育
て
を
応
援

し
て
い
る
事
業
所
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
現
在
登
録
し

て
い
る
子
育
て
応
援
事
業
所
が
行
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、
お
店
の
場

所
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

７
月
３
日
㈪
か
ら
平
成
29
年
度
の
免

除
・
猶
予
の
申
請
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
。
免
除
や
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

免
除
制
度

　

免
除
制
度
に
は「
全
額
免
除
」と「
一

部
免
除
」
が
あ
り
、
全
額
免
除
と
一
部

免
除
の
納
付
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
額

に
一
部
反
映
さ
れ
、
受
給
資
格
期
間
に

も
算
入
さ
れ
ま
す
。
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
る
際
は
、
保
険
料
納
付
期

間
と
同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
子
育
て
家

庭
を
支
援
し
て
い
る
事
業
所
を
「
子
育

て
応
援
事
業
所
」
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

提
供
さ
れ
る

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス　

　

4
月
現
在
で
、
２
５
５
の
事
業
所
が

子
育
て
応
援
事
業
所
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
各
事
業
所
が
、
市
民
向
け
、
従
業

員
向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
所
を
利
用
す
る
子
育
て
家
庭
向

け
に
、
商
品
の
割
引
販
売
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
事
業
所
内
な
ど
に
授
乳

検 索帯広市  子育て応援事業  紹介

表　免除・猶予制度の対象者と所得基準・年金額に反映する割合

※１ 減額された保険料を納めていない期間は、未納扱いとなるので注意してください。
※２ 失業などを理由とした特例申請があります。
※３ 平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象です。

①年金手帳または基礎年金番号通知書
②本人確認書類（免許証、保険証など）
③印鑑　
④代理人が申請する場合は委任状
＜失業などを理由とした特例申請の場合＞

⑤離職票、雇用保険受給資格者証、辞
令など（平成27年12月31日以降離職分）
※過年度分を申請する場合は、問い合
わせください。

かわいい家族のマークが目印

子育てをしやすい
環境づくりを
お手伝いしたい

北のハウス
代表取締役
小田 衣代さん

　子どもの健康を考えた体に優しく、安
全で安心できる住宅を提供したいと思い、
子育て応援事業所に登録しました。
　子育て応援事業所として、市内の学生
やボランティアが出演する「親と子のふれ
あいコンサート」へ協賛しているほか、従
業員に対して、育児休業制度や時間外労
働の短縮、幼稚園などの行事へ参加する
際に休暇を取ることができる制度を整え
て、子育てしやすい環境づくりを行って
います。
　今後も、子
育て中の人が
子育てしやす
く、 生き生き
と働くことの
できる環境づ
くりに貢献して
いきたいです。

対象者 前年所得基準 （目安）
受け取る

年金額の割合
（全額納めた
場合との比較）

全額免除

本人、配 偶者、
世帯主それぞれ
の前年所得が一
定額以下の人※2

（扶養親族等の数＋１）
× 35万円＋22万円 ８分の４

3/4 免除
（1/4 納付）※1

78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ８分の５

半額免除
（半額納付）※1

118万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ８分の６

1/4 免除
（3/4 納付）※1

158万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ８分の７

納付猶予

・50歳未満※3

・本人と配偶者
それぞれの前
年所得が一定
額以下の人※2

（扶養親族等の数＋１）
× 35万円＋22万円

追納しないと
反映しません

（受給資格期間に
  含まれます）

未　　納
反映しません

（受給資格期間に
  含まれません）

免除・納付猶予申請に必要なもの 

子育て応援
事業所の声


